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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本における近代的銀行業の形成とその国際的特色につい

て、内外の一次史料に基づいて実証的な歴史分析を行った。検討の結果、日本では近代的銀行

業の形成に際して、アメリカとスコットランド双方から強い影響を受けており、それが日本の

国際的特色へと帰結していったことが明らかとなった。従来、ネガティブにとらえられてきた

戦前期日本の銀行業は、実は先進諸国の銀行業と一定の親和性を有していたのである。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This research project explored how Japanese modern banking system 
had been shaped since the Meiji Restoration. In the basis of domestic and international 
historical materials, we found the interesting fact that American and Scottish system 
gave influential effects to Japanese banking in various ways. Therefore, this finding 
urges us to rethink the previous negative image of the banking system in prewar Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、日本経済史の分野では、アメリカ
や先進ヨーロッパ諸国経済との比較を念頭
におきつつ、近代日本のあり方を再評価する
潮流がある。 
例えば、Teranishi, Juro, Evolution of 

the Economic System in Japan, Edward 
Elgar(2005)は、比較制度分析を歴史研究に

応用する中で、明治大正期における日本の経
済システムは政府の介入が限定された市場
型システムであり、その意味でアングロ・サ
クソン型に近かった側面がある点を強調し
ている。また、中林真幸『近代資本主義の組
織』東京大学出版会（2003 年）は、これまで
零細性や低賃金の側面が強調され後進的・否
定的に位置づけられてきた日本の製糸業に
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ついて、効率的な組織の形成や従業員福祉の
充実化といった側面を強調し、近代化の側面
を有するものであったと先進的・肯定的に再
評価している。 

他方で、アメリカ経済史の分野では、
Lamoreaux, Naomi, Insider lending, 
Cambridge University Press(1994)のように、
地方銀行における不健全な関係者向け貸出
の存在を明らかにして、アメリカ経済システ
ムのイメージを相対化するような研究も現
れている。 

 
 

(2) このような研究動向を念頭におくと、日
本金融史の分野においても、独占の進展（銀
行合同論）といった伝統的な問題関心からだ
けではなく、欧米との比較を念頭におきつつ、
日本の銀行業の近代化の特徴をとらえると
いった問題関心からの研究があってもよい
ように思われる。しかしながら、例えば、本
研究と関連すると思われる石井寛治『近代日
本金融史序説』東京大学出版会（1999 年）に
おいても、日本の銀行業の近代化そのものに
ついてまではほとんど検討されていない。ま
た、上川孝夫・矢後和彦編『国際金融史』有
斐閣（2007 年）でも、日本の銀行業と欧米の
銀行業との比較は行われていない。 

そもそも、本研究が予定しているような日
本とアメリカ双方の民間銀行の一次史料に
アクセスするレベルでの日米比較は、これま
で全く行われてこなかったのである。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
(1) 明治期における日本経済の近代化は、ア
メリカ・イギリスをはじめとする欧米の影響
を強く受けながら進展した。銀行業について
みれば、アメリカ国法銀行（National Bank）
を参考に、国立銀行が創設されていったのが
日本における近代的銀行業の始まりであり、
その後近代化が急速に進展した。では、日本
における近代的銀行業の形成プロセスには、
アメリカと比較して、どのような特色があっ
たのだろうか。 
この点、従来の研究は、個別銀行の経営実

態のレベルでの具体的な比較検討まで至ら
ず、銀行システムの国際的特色について一般
的なステレオタイプのイメージでの議論に
終始してきたため、十分とはいえない。 

 
 

(2) 本研究では、これまで私が取り組んでき
た研究を発展させ、近代化途上における日本
とアメリカの複数の銀行の経営実態を、日米
双方の一次史料にアクセスして明らかにす

る。そして、両者を比較し、日本のその特色
を解明する。 
このような作業を通じて、日本の銀行業が

急速に近代化した要因について、国際比較の
視点から分析することが、本研究の目的であ
る。さらに、銀行業が経済発展に果たした役
割を日米で比較し、日本の経済発展に関わる
議論にも貢献したい。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は歴史研究である。一次史料に基
づく分析が基本的な研究アプローチとなる。
主に利用したのは、アメリカ国立公文書館
（ArchiveⅠ, Washington D.C.）に所蔵され
ている 19 世紀後半～20世紀初頭にかけての
国法銀行の内部史料（財務諸表の材料、銀行
経営者の書簡、検査官報告書、裁判所記録な
ど）、アメリカ議会図書館（特に Rare Book 
Reading Room）に所蔵されている日本では入
手できない国法銀行に関する当時の文献類
である。 
 
(2) 内外の史資料を参照しつつ、本研究では、
日本が近代的銀行業の創設に際して主に参
考としたアメリカ国法銀行と具体的に比較
しつつ、日本のその国際的特色に迫っていっ
た。 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 日本における近代的銀行業の起源は、国
立銀行制度にまで遡る。確かに、江戸期には
多くの両替商が存在し、金融業務を営んでい
た。しかし、その営業内容は deposit taking 
bank とは程遠いものであった。したがって、
明治維新期に近代的銀行業を導入しようと
した際、その内容を理解していた日本人はほ
とんどいなかったとみられる。 
 結局、伊藤博文の主導によって、アメリカ
流の国立銀行制度を導入する一方、お雇い外
国人としてスコットランド銀行家のアレク
サンダー・アラン・シャンドに指導を仰ぐこ
ととなった。シャンドがアメリカの銀行シス
テムを否定的にみていたように、アメリカと
イギリスの銀行システムは、その内容がかな
り異なるものであったにもかかわらず、であ
る。 
 こうして日本の近代的銀行業の形成は、ア
メリカ・イギリス（スコットランド）双方か
らの強い影響を受けつつ始まったのである。 
本研究では、このような歴史的事実を踏ま

えつつ、アメリカ・イギリス双方について史



料に基づく実証的研究を行い、以下のような
歴史的諸事実を明らかにしていった。 
 
 
(2) アメリカ国法銀行で具体的な分析を行
ったのは、ニューヨーク第八国法銀行のケー
スである。同行は、資本金 250,000 ドルを誇
る中堅銀行であったが、1868 年 12 月に銀行
検査を受けた際には、厳しい経営状況に陥っ
ていた。 

検査の結果、同行は多額の特別貸出
（special loan）に大きな問題を抱えていた
ほ か 、 総 貸 出 の 半 分 以 上 が 融 通 手 形
（accommodation loan）となっており、法律
違反の大口貸出（インサイダー貸出を含む）
まで行っていたことが明らかにされた。 
このように、日本がまさに参照した当時の

アメリカ国法銀行業は想定されてきたよう
な先進的なものとは程遠く、むしろ皮肉にも
その後の日本の銀行業の特徴と親和的であ
ることが実証的に明らかとなった。特に、融
通手形やインサイダー貸出といった特徴は、
戦前期日本の「機関銀行」システムに通じる
ものがある。 
 
 
(3) ちなみに、当時のアメリカの銀行検査官
（C.Callender）は、帳簿のチェックや資産
査定だけでなく、資金繰りについてのアドバ
イスを行うなど同行の経営改善のために親
身な態度をとっている。これは、今まで想定
されてきたアメリカの銀行検査のイメージ
とはかなり異なるものであり、最近ヨーロッ
パで盛んとなっているプルーデンス監督史
の観点からも重要な発見であった。 
 
 
(4) スコットランドから導入された銀行の
基本的経営原理、特にプルーデンス原理とは
どのようなものであったのか。この点につい
て、スコットランド国立図書館（National 
Library of Scotland, Edinburgh）、グラス
ゴー大学図書館貴重書室などに所蔵されて
いる史資料から、次のような分析を得ること
ができた。 
 
 
(5) まず、銀行経営の教訓を記した興味深い
文献である How to mismanage a Bank を分析
した結果から、19 世紀中葉におけるスコット
ランドの銀行業は次のような問題を抱えて
いたことが明らかとなった。すなわち、不都
合な情報をごまかす粉飾会計、貸出等資産運
用面を中心とするリスク・マネジメントの欠
陥、経営を規律づけるガバナンスの不全、バ
ランスシートの開示をはじめとするディス
クロージャーの不存在という 4つのカテゴリ

の問題点である。なお、スコットランド銀行
業が産業金融を重視していたことも窺い知
ることができた。 
 したがって、これらが反面教師的に日本の
銀行経営の基本原理として伝えられたとみ
るのが自然だろう。もっとも皮肉にも、これ
らの銀行経営の特徴は、これまで日本的銀行
経営の特徴を表すと考えられてきたイメー
ジと符合する点が多い。戦前期における日本
的銀行経営の象徴とみなされてきた「機関銀
行」や株式担保金融、割引手形の融通手形化、
産業金融などはその代表例といえよう。戦後
の高度経済成長期にみられた短期融資の回
転による長期貸出化もそれに含まれるとい
える。 
早計な一般化は慎まねばならないが、19世

紀中葉におけるグラスゴーや 20 世紀初頭に
おける日本のように、急速な産業化が進展し
つつある経済発展段階の一局面において、急
拡大する資金需要に対応するため、銀行シス
テムは共通した諸特徴を備えることになる
のかもしれない。 
 
 
(6) シャンド自身の残した文献などからは、
次のようなスコットランド流のプルーデン
ス原理が強調されていた。すなわち、①貸出
には確実な担保が必要であること、担保には
安全性・確実性・換金可能性・価値保存性と
いう 4つの条件を満たす必要あり、不動産は
換金可能性で問題を残すので注意すべきこ
と、②国債へ投資することは、貸出以上に銀
行に大きな利益をもたらすこと（これは特に
エジンバラ流の銀行経営基本原理と合致す
る）、③大口貸出・インサイダー貸出は大変
危険であること、④当座勘定の開設を中小の
商人にも積極的に認めること（これはグラス
ゴー流の銀行経営基本原理と合致する）、そ
れは経済発展をけん引するというメリット
が大きいからである。 
 シャンドが伝えたプルーデンス原理のう
ち、有担保原則や国債への投資優遇は、一貫
して続く日本の銀行経営の基本的原理とな
ったから、シャンドの指導はやはり大きな影
響力をもったといえよう。 
 
 
(7) 総括すると、日本では、近代的銀行業の
形成に際して、アメリカとスコットランド双
方から強い影響を受けており、それが国際的
特色へと帰結していったという歴史像が実
証的に浮かびあがってきた。例えば、日本の
銀行業では、割引手形ではなく、融通手形（手
形貸付）が一般的であるが、これはアメリカ
銀行業と類似している。また、日本では当座
貸越の積極的活用が一般に広まったが、これ
はスコットランド銀行業と類似している。大



口融資や重役関係貸付への警戒については、
19 世紀後半のアメリカとスコットランド双
方の銀行業にみられたプルーデンス原理で
あった。 
 
 
(8) 従来、日本の銀行業の国際的特色は概し
て後進的というネガティブなイメージであ
ったが、本研究が提示した歴史的事実を踏ま
えると再検討の余地がある。すなわち、日本
の銀行業はイングランドとは異なる特徴を
有するものの、アメリカやスコットランドと
は一定の親和性を有しつつ経済環境に適合
しながら発展したのであり、むしろ先進的な
イメージでとらえ直してもよいように考え
られる。 
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